
SEAGUARD®　RCMシリーズは、業界の代表的な製品
であるRCM 9およびRCM 11を後継する新しい製品で
す。基本部分からすべて再設計され、データロガー
とセンサーソリューションには最新の技術を応用し
ています。 

SEAGUARD®のアーキテクチャーは、汎用データロ
ガーと一連の自律性スマートセンサーで構成されま
す。データロガーとスマートセンサーは、信頼性
の高いCANbusインターフェース（AiCaP）で接続さ
れ、プラグ・アンド・プレイ機能にはXMLを使用し
ます。電源が入ると、バスに接続された各センサー
が、それぞれの機能と仕様をデータロガーに報告し
ます。情報を収集したデータロガーは、現在のノー
ドを使って機器を構成するための可能な選択肢をユ
ーザーに提示します。システム内の複数の要素を非
常に柔軟に利用し、また設計できる仕組みになって
います。

自律性センサーのトポロジーは、各センサーの動作
を最適にする柔軟な設計を可能にしました。その結
果全体のシステム負荷を増やすことなく、各センサ
ーから複数のパラメーターを取り出すことが可能と
なりました。
データは、SDカードに保存されます。現在のSDカー
ドの最大保存容量は2GBで、大抵のアプリケーショ
ンに対応できる十分な容量です。

さらにSEAGUARD®には、組み込みの電力消費量計算
機能があり、選択した間隔、バッテリータイプ、お
よび各スマートセンサーが提供する消費電流情報に
基づいて、計測時間の推定値を算出します。

センサー機能
SEAGUARD®　RCMには、ZPulse®マルチ周波数ドップ
ラー流速センサーが標準で搭載されています。この
新しいセンサーは、複数周波数の音響パルスの形成
により、ドップラーシフトの評価における統計的分
散を小さく抑えます。ZPulseの利点は、少ないping
数でも統計エラーを抑えることができるため、サン
プリング速度を大きくとり、電力消費を抑えられる
ところにあります。SEAGUARD®　RCMには、堅牢な
電子コンパスとチルトセンサーも組み込まれていま
す。

さらに、温度、圧力、電導度、溶存酸素用の新しい
スマートセンサーも一緒に使用できます。どのセン
サーも以前のモデルより感度が向上しています。温
度センサーでは、SEAGUARD®プラットフォームから
提供されるサンプリング速度の向上を利用するため
に、レスポンスタイムを短縮させました。上端板に
直接接続できるアナログの濁度センサーも使用でき
ます。

SEAGUARD® Recording Current Meter
SEAGUARD®　RCMシリーズは、SEAGUARD®データロガ
ー・プラットフォームとZPulse®　Doppler Current Sensor
をベースにした次世代流向流速計です。最新のコンピュ
ーター技術が先端デジタル信号処理技術と融合して、限
りなく感度の高い、高精度・高性能の計測機器が誕生し
ました。さらに、温度、圧力、電導度、溶存酸素、波、
潮流をカバーする一連の新しいスマートセンサーを追加
することにより、計測パラメーターを拡張することがで
きます。新しいSEAGUARD®　RCMシリーズには、水深レ
ンジ300m、2000m、6000mに対応する各バージョンがあ
ります。

SEAGUARD®　RCMの特徴：
• 大容量SDカード。
• 広帯域ZPulse®マルチ周波数技術により電力消費量の低

減化とデータ品質の向上を実現。
• 記録間隔を2秒まで短縮。
• 低消費電流。
• 安定した準高速CANbusインターフェース（AiCaP）に基

づくスマートセンサート構成。
• 最大4chのアナログセンサー入力（0～5V）。
• TFTベースのカラータッチパネルを備えたWindows CE

ベースのデータロガーを使ってローカル設定が可能。
• SEAGUARD　Studioソフトウェアによるグラフ化。
• 海水と淡水で使用可能。
• リアルタイムXML出力（オプション）。

Seaguard RCM

SEAGUARD Studio 
SEAGUARD Studioを使って以下を実行できます
• SEAGUARD® RCMが収集しSDカードに保存した観測デー

タのインポート。 
• 観測で使用する設定内容の確認。 
• リスト済みデータの表示。
• 複数の機器からのデータを同時に表示して比較。 
• Matlabへのデータのエクスポート。
• ASCIIテキストファイル形式でのデータのエクスポート。  
• 様々なフォーマットでのグラフの印刷およびエクスポート。 
• クリップボードにグラフをコピーしてWordやExcelなどの

アプリケーションで使用。
• 編集済みセッションの保存。 
• 仮想パラメーターの計算。

SEAGUARD®　RCMの設置方法で最も多い事例は、インライ
ン係留による設置です。鉛直から最大35°傾いても正常に
測定が行える為、水面ブイや潜水ブイを使用する設置方法
など、様々な形でのインライン係留が可能です。係留ライ
ンを分解せずに、機器を容易に設置及び取り外しできる係
留フレームに、機器本体は搭載されます。

コンパクトな設計でけん引力が小さく扱いやすいため、ス
ムーズにライン降下できます。海上のボートから小型のウ
ィンチを使って海中に降ろすことができます。  
データを機器の内部に保存し、機器の回収後にデータを確
認できます。

SEAGUARD®　RCMは、ボトムフレーム係留(非磁性)でも使
用できます。

SEAGUARD® RCMで測定した絶対流速データをSEAGUARD Studioを
使って表示したグラフの例                                 

機器からのデータメッセージは、XML形式で送られ
ます。ユーザーはAADI　Real-Timeアプリケーション
ソフトを使って、インターネットまたはイントラネ
ット経由でAADI　Real-Time　Collectorにアクセスでき
ます。AADI　Real-Time　Collectorにはキュー管理機
能があるため、各ユーザーは機器データに個別に接
続することができます。SEAGUARD®１台に１つのラ
イセンスが提供され、複数のユーザーアプリケーシ
ョンソフトを使用することができます。AADI　Real-
Time　Collectorを含め、AADI　Real-Time　Viewer、ス
タイルシートなど、使用例について詳しくはB163を
参照してください。

Seaguard　Offline　Configurationは、SEAGUARD®用の設定
ファイルを作成および編集するためのパソコン用アプリケ
ーションです。設定ファイルは、互換性のあるメモリーカ
ード(SDカード)を使って、複数のSEAGUARD®にインポー
トできます（TD 275を参照）。

AADI Real Time システムアプリケーション

オフライン設定アプリケーション

活用事例

AADI is a trademark of Xylem Inc. or one of its subsidiaries.
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仕様 図と説明

注意： 
800kg以上の引張強度が必要な状況
では、SEAGUARD® RCM SWをインラ
イン係留フレーム3824Aに搭載して
ください。必ずハンドルを交換して
ください。

Comparison RCM9 versus Seaguard RCM

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

29.09.2006
00:00

29.09.2006
12:00

30.09.2006
00:00

30.09.2006
12:00

01.10.2006
00:00

01.10.2006
12:00

02.10.2006
00:00

02.10.2006
12:00

03.10.2006
00:00

A
bs

ol
ut

e 
sp

ee
d 

[c
m

/s
]

RCM9
Seaguard RCM

       Fastening Knob 

      ZPulse® DCS 4520

      Handle

     Optional Sensors

     C-Clamp with screw
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ZPulse®   Doppler     Current     Sensor(DCS)は、SEAGUARD® 
RCMの標準センサーです。ZPulse®DCSは、絶対流速、
絶対流向、東方成分と北方成分流速、Pingカウントを
出力するほか、単一ping標準偏差、方位、X軸/Y軸方向
のチルト、信号強度などの品質管理パラメーターの広
範な読み取り結果を出力します。

SEAGUARD®　RCMは、計測手法としてよく知られたド
ップラーシフトの原理を応用した製品です。

4つのトランスデューサが、音響エネルギーのショー
トパルス(ping)をナロービームに沿って送出します(記
録間隔ごとに600、300、150または50のping)。同じト
ランスデューサがビーム内の浮遊物からの後方散乱信
号を受信、そのデータを基に流速と流向が計算されま
す。 

この場合の浮遊微粒子は、通常、プランクトン、気
泡、微生物、人間の活動から生じる微粒子です。 

海中での付着生物の汚れと局所乱流の影響をできるだ
け避けるため、ZPulse®　DCSは、機器から0.4～1.0メー
トル離れた場所の水平方向の流速から計測を開始しま
す(上図を参照)。 

SEAGUARD®RCMとRCM9の比較
SEAGUARD®　RCMとRCM　9を同時にテストして、測
定結果を比較しました。テストは、ベルゲン付近の峡
湾内で週末に行われました。下のグラフは、両機器で
測定した絶対流速を比較したものです。ピンク色のラ
インはSEAGUARD®　RCMのデータで、青色のラインは
RCM　9のデータです。
テストの際、SEAGUARD®は記録間隔ごとに150のping
を出すように設定され、RCM　9は300のpingを出すよ
うに設定されました。SEAGUARD®が出したping数は
RCM　9の半分でしたが、2つの機器による結果はほぼ同
じです。ping数が少ないほど、消費電力が小さくてす
みます。

SEAGUARD®　RCM（ピンク色）とRCM　9（青色）の測定データの比較。
ノルウェーのベルゲン付近の峡湾で計測された絶対流速を示します。

天板： 天板には最大6つのセンサーを搭載
可能。そのうち4つはアナログセンサ
ーを使用可能（0～5V）。

記録システム： SDカードにデータ保存。
ストレージ容量：  ≥  2GB
バッテリー：
アルカリ3988：  9V、15Ah（公称12.5Ah、20W  

4°Cで6Vまで低下） 
またはリチウム3908： 7V、35Ah
記録間隔： 2秒～。各機器構成によって異なる。
記録設定： 一定時間間隔設定またはカスタマイ

ズシーケンス設定
プロトコル：  AiCaP CANbusベースのプロトコル
水深：  300m/2000m/6000m
プラットフォームのサイズ：
300mバージョン（SW）： 高さ：356mm  外径：139mm
2000mバージョン（IW）： 高さ：352mm  外径：140mm
6000mバージョン（DW）： 高さ：368mm  外径：143mm
外部素材：
300mバージョン： PET、チタン、SUS316、Durotong 

DT322ポリウレタン
2000/6000mバージョン： SUS316、チタン、OSNISIL、
Durotong DT322ポリウレタン
重量：  大気中  水中
300mバージョン（SW）：           7.6 kg    2.0 kg
2000mバージョン（IW）： 14.8 kg    8.5 kg
6000mバージョン（DW）： 15.7 kg  10.5 kg
供給電圧：  6～14V
稼働温度： -5～+50°C

ZPulse® Doppler Current Sensor（DCS）の仕様
流速：                                        （ベクター平均）
レンジ：  0～-300 cm/s
分解能：  0.1 mm/s
精度：  ± 0.15 cm/s
相対：  読み取りの± 1%
統計的分散（標準）  0.3 cm/s（ZPulse® モード）、
  0.45 cm/s 1)

流向：   
レンジ：  0～360°磁方位
分解能：  0.01°
精度：  チルト0～15°の場合±5°
  チルト15～35°の場合±7.5°
チルト回路：
レンジ：  0～35°
感度：  0.01°
精度：  ±1.5° 
コンパス回路：
分解能：  0.01°
精度：  ±3°
音響特性：
周波数：  1.9～2.0 MHz
消費電力：  1msパルスで25W
ビーム角度（メインローブ）  2° 
設置距離：
水面から：  0.75m
海底から：  0.5m
付属アクセサリー： SEAGUARD Studio
SDカード：2 GB
アルカリバッテリー3988
マニュアルを含むCD 
運搬用ハンドル4132
 

オプションのアクセサリー： 運搬用ハンドル4032、3965

係留フレーム：                 インライン4044 2) /3824A
   ボトム3448R  
   保護ロッド3783
   水面下フロート2211、2212
バッテリー：  内部リチウム3908
   内部アルカリ3988
   内部バッテリーシェル4513
   電気端子4784
   AC/DCアダプター、ラボ用4908
   リアルタイムライセンスおよび
                                                    コレクター 

   オフライン設定4811 
   アナログケーブル/ライセンス                  
                                                   4564/4802
   保守キット3813/3813A
   ツールキット3986A
   ベーンプレート3781、3681
   マニュアル（印刷物）
オプションのセンサー： 
4060 温度センサー
測定範囲：                  -4～36°C（32～96.8°F）3)

分解能：                   0.001°C（0.0018°F）
精度：                   ±0.03°C（0.054°F）
応答時間（63%）：                  < 2秒 
4319 電導度センサー
測定範囲：                   0～7.5 S/m
分解能：                    0.0002 S/m
精度
4319 A：                   ±0.005 S/m
4319 B：                   ±0.0018 S/m
応答時間：                   < 3秒 5)

4648A 波高及び潮位センサー
圧力： 測定範囲： 0～400kPa（0～58psia）
                 分解能：                  <0.002% FSO
                 精度：                  ±0.02% FSO
波高： サンプリング率： 2Hz、4Hz
 サンプル数：            256、512、1024、2048
4117 圧力センサー
分解能：                   <0.002% FSO
精度：                   ±0.02° FSO
4117Aレンジ：  0～1000kPa（0～145 psia）4) 

4117Bレンジ：   0～4000kPa（0～580 psia）
4117Cレンジ：  0～10000kPa（0～1450 psia）4)

4117Dレンジ：  0～20000kPa（0～2900 psia）
4117Eレンジ：  0～40000kPa（0～5800 psia）4)

4117Fレンジ：  0～60000kPa（0～8700 psia）
4112 濁度センサー
0～5Vアナログ出力
4112   レンジ：  0～25    FTU
4112Aレンジ：  0～125 FTU
4112Bレンジ：  0～500 FTU
4112Cレンジ：  0～2000 FTU 6)

4835/4330 蛍光式DO電極
  O2濃度   大気中の飽和度
測定範囲： 0～500 mM  0～150%
分解能：                  < 1 mM                    0.4%
精度：                  <8 mMまたは5% 7)                 <5% 8)

   いずれか大きい方
応答時間（63%）： 4330F（高速応答フォイル付き）<8秒
                                  4835/4330（標準応答フォイル付き）<25秒

1) 300ピング設定時
2) インライン係留フレーム 4044: 引張破壊強度 800 kg 
3) 要請によりレンジ拡張可能
4) 要請により可能

5) センサーは孔通過流に依存
6) センサーは、 750 FTU以上は非線形
7) 1mS/cm未満の塩分に対し、塩分補正を必要とします
8) 0-120%校正レンジ内
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